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正誤表
『光陰の記 －ある法学徒の回想－』（2026年6月5日発行）に誤りがございました。

　　 学部内のレクリエーションのうち、私はテニス大会とコントラクト・ブリッ
ジ大会とに幹事として関わっていた。それぞれ年一回程度であったが、ブリッジ
は行政法の雄川一郎教授が指南役だった。加藤 一郎先生がある年に参加されて上
位に入賞されたが、差し上げた賞品を見て、「小さいですね」とご不満そうであっ
た。それは、新聞を広げたままで簡単に切り抜きができるミニ・カッターであり、
私としては内心「大きいばかりが‥‥」という気もしていたが、ただ「役に立つん
ですよ」とお答えした。
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7　東京大学法学部(4) レクリエーション

を踏んで一塁の私に良い球を送球され、珍しいダブルプレーが見事に成立し

た。これも忘れがたい一場面となった。

3　ある年の大会で先生は上位に入賞されたが、差し上げた賞品を見て、
「小さいですね」とご不満そうであった。それは、新聞を広げたままで簡単

に切り抜きができるミニ・カッターであり、私としては内心「大きいばかり

が……」という気もしていたが、ただ「役に立つんですよ」と頬笑んで見せ

た。

4　テニス大会は教員の参加者は多くなかったが、時折文学部や経済学部の
教職員との対抗戦も行なった。また、法学部教員の間でも、助手や大学院学

生も含めて、コートを工面してテニスを楽しむことが多くなった。ある時期

は、箱根や湯河原のコートで京大の教職員との合宿対抗戦に参加したことも

あった。そうした中で、特に親しく接していただいた先輩教授は、松尾浩也

先生と田中英夫先生だっただろう。

5　松尾先生は、私が助教授に採用された数年後に教養学部から法学部に移
ってこられたのだが、刑事法がご専攻で、その面ではあまり接触の機会がな

かったが、先生は優しくウイットに富んだお人柄で誰にも親しみ深く接して

おられた。一度、先生が学部長を勤めておられた時に、私が全学の入学試験

実施の際の学部の総監督補佐を命じられ、

試験日の前夜に先生とご一緒に大学近く

のホテルの同室で並んだベッドに合宿し

たことがあった。その折に、私の習慣で

寝る前に数分間ストレッチ体操をするの

を先生が珍しそうに見ておられたのを思

い出す。また、先生が、夜中にトイレに

起きたときは水洗を使わないことを提案

されて、私も自宅ではそうしていたので

一も二もなく賛成してそうしたことも思い出される。その試験の当日、学部

長室に詰めて試験が無事に済むまでご一緒に雑談をしていたのだが、その合

間に、当時流行っていたさだまさし氏の「関白宣言」の歌詞を先生が知って

おられ、話題にして場を和ませておられたのが楽しい思い出となっている。

「俺より先に寝てはいけない　俺より後に起きてもいけない……」というあ

の歌詞だ。

6　先に触れた日弁連の弁護士業務実態調査の結果が公表された頃だった。
ある日、本郷通りを歩いて法学部に向かう途上で松尾先生とご一緒になった

時のことだ。ちょうど学士会館の入り口辺りに来た頃に先生から訊かれた。

「検事についても同じような調査をしてもらえませんかね」と。これに対し

て私は直ぐに「それは……」と言葉を濁して、事実上お断りしてしまった。

後になって、あの時お引き受けしていれば、珍しい調査ができていたかもし

れないのに、もったいないことをしたなと思うことがあった。しかし、考え

てみると、私が殆ど反射的にした応答も分かるような気がする。検察官は大

きな全国的組織の一員で職務上も上からの指令に従うことがある官僚機構の

一員だ。そのために、自由職業の弁護士と異なるので、どんなに客観的で個

人的な回答を得ようと努力しても、結果としては、調査側や被調査側の意図

を超えて、組織の意向を調査データで裏付けるという結果になってしまうの

ではないかという懸念を、私がいわば本能的に持っていたからだったと思う。

これは、東大やバークレーでの勉学を含む学生時代から、社会調査について

身に着けていた感覚だったのだろうと思う。

7　先生は世相によく通じておられ、テレビの紅白歌合戦などもよくご覧に
なっておられたようだ。文学にも深い関心をお持ちで、俵万智氏の『サラダ

記念日』も知っておられ、その歌を引用しておられた。当時、年に一度、日

曜日に大学の庭球部のコートを一面借りて私が幹事役で教職員の懇親目的で

行っていたのだが、松尾先生も評議員になられた頃だったかにテニスを始め

られて、私共のテニス大会にも出場され、それをきっかけに私もよくお相手
湯河原でのテニス大会、左端が松尾
先生。
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〈140頁の　   のパラグラフを次のものと差し替える。〉


